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我々にとって興味深いのは， 2 つ の実験集団の う ち ， 刑罰の威嚇を与え ら れた グル ー プ よ り
も，良心への訴えが行われたグループにおいて，申告所得額の増加が大きいことである。すな
わち，後者に属する被験者の申告所得額の増加は，平均すると 1 8 1ドルにとどまっているのに















































しているかもしれない。この点について確認するために，タイラーは，回答者の一部 ( 8 0 4 名)
に対し，約 1年後に再び，過去 1年間の経験，すなわち，先の調査から 1年間に 6種類の犯罪
のそれぞれを犯した頻度を問う質問票調査を実施しているO最初の調査で測定された回答者の
意識が， 2 回 目 の調査にお け る経4験につ いての回答 と有意に相関 し て い る な ら ば ， 先行す る 意
識が後の経験に影響を及したことは疑いなく，因果関係の方向は明確なものとなるからであるO
このパネル調査においても，細かな数値の相違を別にすれば，先の分析におけると同様の結


































第 2 節 法の動員 と正義感覚
民事紛争過程における法の動員もまた必ずしも金銭的利得を目的としたものではないこと
に関しては，サラットによるニューヨーク市の少額裁判所の研究29)が参考になろう。













ケースのうち，約 2 2 パー セ ン ト に あ た る70 ケ ー ス の原告が， 弁護士に よ っ て代理 さ れて い
















なった企業その他の法人を除く，回答を寄せた 1 0 7人のうちで，最も多い回答は，事件を処理
する自らの能力に白信がなかったからというもの ( 6 4人= 60%)であり勝つことが金銭




































































































































































































































































































心的傾向を，正義感覚 (sense ofjustice) と 表現 してい る 。 ジ ョ ン ・ ロ ー ルズ ， 岩倉正博訳 「正
義感覚」田中成明編訳『公正としての正義 J (木鐸社・ 1 9 7 9 ) 221 頁 ， John Rawls , A







会・ 1 9 8 0 ) 261-287 頁， お よ び， ア ルマ テ ィ ア ・ セ ン ， 大庭健=川本隆史訳 「合理的な愚か者」
(勤草書房・ 1 9 8 9 ) 120-167 頁を参照。 な お ， 本稿は ， こ れ ら の文献と は異な る ア プ ロ ー チ に
よって，利己的な人間像を批判的に克服しようとするものである。
4) RichardA.Posner ,EconomicAn αlysis ofLαw ， 3rded. (Little ,Brown& Company ,
1986)4 ， ロ パー ト ・D ・ ク ー タ ー = ト ー マ ス ・S ・ ユ ー レ ン ， 太田勝造訳 「法と経済学J (商事法
務研究会・ 1 9 9 0 ) 25-26 頁 ， 林田清明 「法 と経済， 法の経済分析， 批判 と ノf ラ ダ イ ム ( 1)J
北大法学論集 4 2 巻3 号(1992) 268 , 258 頁。
5)クーターニューレン・前註 ( 4 )， 33 頁 ， AMitchellPolinsky , AηIntroduction toLαω
αnd Economics , 2nded. (Little , Brown& Company , 1989)10.
6) マ ー ク ・ ラ ム ザイ ヤ ー 『法 と経済学 日本法の経済分析 J (弘文堂・ 1 9 9 0 ) 9-10 頁。
7)理論的説明として， Posner , suprα note 4, 205-206, Polinsky , suprα note 5, 75-86,
WernerZ. Hirch , Lαω αnd Economics , 2nded. (Academic Press , 1988) 263-264,
GordonTullock"DoesPunishmentDeterCrime?"PublicInterest36(1974)103, 104ｭ
105. 実証的研究は枚挙に暇がな いが， さ し あ た り そ の邦語に よ る概観と して ， 松村良之 「刑罰 に
よる犯罪の抑止 ( 1 ) ~ (3 ・ 完) J 北大法学論集33 巻1 号282 頁 ， 3 号428 頁(1982) ， 6 号
234 頁(1983) ， お よ び ， 宮津節生 「法の抑止力」 木下冨雄=棚瀬孝雄編 「法の行動科学J (福村
出版・ 1 9 9 1 ) 284 頁を参照。
8) 理論的説明 と して ， Posner , suprα note 4, 521-528, Polinsky , suprα note 5, 107-118 ， ク ー
ター=ユーレン・前註 ( 4 ) . 3 5 3頁小林秀之「民事訴訟の経済分析(上)J判例タイムズ501
号 ( 1 9 8 3 ) 10 頁 ， 小林秀之=神田秀樹 n-法と経済学」 入門J (弘文堂・ 1 9 8 6 ) 113-135 頁，
実証的研究として，ラムザイヤー・前註 ( 6 )， 21-44 頁。
9) も っ と も ， 太田勝造 「権利 と法の経済分析」 棚瀬孝雄編 「現代法社会学入門J (法律文化社・





andResearch"inGaryMeltoned. , TheLαw αs αBeh αvwr αl Instrument(University





10) こ の第2 の解釈の可能性を示唆す る論稿 と し て ， JohannesAndenaes "TheMoralor
EducativeInfluenceofCriminalLaw"inJuneL.Tapp&FeliceJ.Levineeds , Lαω，
Justice， αnd theIndividualinSociety(Holt , Rinehart& Winston , 1977)50.
11) Posner , suprα note 4, 3 ， 林田 ・ 前註(4) ， 946 頁。




(40-43 頁) に基づいて ， ，交通事故の紛争の当事者〔は〕合理的に判決の期待値をもとに紛争









(四・完)J民商法雑誌 1 08巻 6 号 2 2頁 1 09巻 l 号 1頁 2 号 1頁 3 号 1頁( 1993) を参照。
14) 利己的人間像を批判す る と い う コ ン テ ク ス ト にお いて コ ー ルパー グの諸研究に言及 してい る論稿
として， JeffreyH.Harrison"Egoism , Altruism , andMarketIlusions"UCLALαω
Review33(1986)1309, 1322-1325, 1337-1338.
15) 邦訳文献と して ， ロ ー レ ン ス ・ コ ー ルバー グ 内藤俊史=千田茂博訳 ，rで あ る 』 か ら 『べ き で
ある』へ」永野重史編『道徳性の発達と教育 J (新曜社・ 1 9 8 5 ) 1 頁 ロ ー レ ン ス ・ コ ー ルパー
グ，永野重史監訳『道徳性の形成 J (新曜社・ 1 9 8 7 ) ，ローレンス・コールパーグニチャールズ・
レパイン=アレクサンダー・ヒューア一片瀬一男二高橋征仁訳『道徳性の発達段階 J (新曜社・
1992) 。
16) 邦語に よ る紹介と して ， 松村良之 「個人の法的発達」 上原行夫=長尾龍一編 『 自 由 と 規範J (東
京大学出版会・ 1 9 8 5 ) 257 頁 ， 松村良之 「正義と公正」 棚瀬編 ・ 前註(9) ， 296 頁 ， 山岸明子
「道徳的判断とその発達」木下=棚瀬編・前註 ( 7 )， 74 頁を参照。
17) コ ー ルパー グ ，rであ る 』 か ら 『べ き であ る 』 へJ ・ 前註(15) ，34-36 頁 ， コ ー ルパー グ
「道徳性の形成 J・前註 ( 1 5 )， 5 3 - 5 5頁。
18) JuneL.Tapp&LawrenceKohlberg"DevelopingSensesofLawandLegalJustice"
inTapp& Levineeds. , suprα note 10, 89, FeliceJ.Levine& JuneL.Tapp"The
DialecticofLegalSocializationinCommunityandSchool"inTapp& Levineeds. ,
suprα note 10, 163.SeeαIso ， JuneL.Tapp& FeliceJ.Levine"LegalSocialization"
St αnford LαωRevie ω 27 (1974)1.なお，前註 ( 1 6 )に掲げた文献はすべて，タップ等の研
究にも論及している。





るような理由を，ルールに従う「主たる」理由と考えている者は 2 5 パー セ ン ト あ る い は3 パー
セントという数値が示すよりもさらに少数にとどまっていると考えられる。
20) キ ャ ロ ル ・ ギ リ ガ ン ， 岩男寿美子監訳， 生田久美子ニ並木美智子訳 『 も う ひ と つ の声J (川島書
店・ 1 986)。 ま た ， CarolGilligan , JanieV.Ward& JillM.Tayloreds. , Mα:pp ing
theMoralDam αin (HarvardUniversityPress , 1988) に収め られた諸論稿 も参照。 な お ，




21) ギ リ ガ ンの発達段階モデルにつ いて は ， ギ リ ガ ン ・ 前註(20) 128-130 頁 ， お よ び， コ ー ル
イーグ「道徳性の形成』・前註 ( 1 5 )， 1 93頁以下に付された山岸明子「コールパーグ理論の新
しい展開」を参照。
22) ハ イ ン ツ の デ ィ レ ン マ と そ れ に対す る道徳的発達の各段階に お け る 回答例 は ， コ ー ルパー グ
fTであ る J か ら 『べ き であ る 』 へ」 ・ 前註 ( 1 5 )， 30-32 頁， コ ー ルパー グ 『道徳性の形成J ・
前註 ( 1 5 ) 48-51 頁に示 さ れてい る 。
23) 但 し ， コ ー ルパー グは ， 人々 は通常自 ら の道徳的判断に従 っ て行動選択を行 う と考え て お り ， ま
た，実験室的状況における行動選択に・ついての研究は，そうした道徳的判断と行動選択との関係が
認められることを示しているという。コールパーグ irである』から『べきである』へ」・前註
(1 5 )， 1 1 4 - 1 1 5頁，コールパーグ「道徳性の形成」・前註 ( 1 5 ) 68-70 頁。
24) RichardD.Shwartz& SonyaOrleans"OnLegalSanctions"UniversityofChic αgo
Lα w Review34(1967)274. なお ， こ の研究に関 し て ， 棚瀬孝雄 「規範コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と
法の実効性」川島武宜編『法社会学講座 8J(岩波書店・ 1 9 7 3 ) 25 頁を参照。




26) 但 し ， KathleenM.McGraw&JohnT. Scolz "AppealtoCivicVirtueversus














28) な お ， 犯罪を犯 し た場合に感 じ る であ ろ う 恥辱感につ いての予測が， 犯罪を思い と どま る 強力 な
心理的要因となっているという Harold G.Grasmick&RobertJ.Bursik , Jr."Conscience ,






30) 但 し ， サ ラ ッ ト が調査対象と してい る の は ， 1974 年中に申 し立てが行われた事件であ り ( i b id ，
98-
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345) ， 当時におけ る500 ド ルは ， 現在よ り も は る かに価値あ る も のであ っ た こ と に留意す る必要
がある。
31) Ibid , 361.
32) DavidM.Engel "Cases , Conflict , andAccomodation:PatternsofLegalInteraction
inanAmericanCommunity"Americ αnB αr Found αtion Rese αrch Journ αl 1983, 803.
Seeαlso ， DavidM.Engel"TheOvenBird'sSong: Insiders , Outsiders , andPersonal
InjuriesinanAmericanCommunity"Lαw &SocietyReview18(1984)551.
33) な お ， 民事紛争当事者の行動選択を左右する ， 金銭的利得への要求に還元 し得な い よ う な諸動機
の理論的検討として， NeilVidmar"JusticeMotivesandOtherPsychologicalFactors
intheDevelopmentandResolutionofDisputes"inMelvinJ.Lerner& SallyC.
Lernereds. , TheJusticeMotiveinSocialBeh αvior (PlenumPress , 1981) 395. ヴ ィ
ドマーは，そうした動機として， (1)自らが被った損害の回復や負担したものの償還を，衡平感
覚に基づいて要求する衡平動機 (equi ty motive) , (2) 自 ら の権利が侵害さ れてい る と考え ， そ
の救済を要求する権利動機 (right motive) , (3) 紛争処理過程にお い て 自 ら が公正に扱われな
かったことを不服とし，公正な処遇を要求する子続的正義動機 (procedura l justicemotive) ,
(4)自らの道徳的潔白性や相手方の道徳的落ち度を明らかにしたいという報復動機 (retribution
motive) ， お よ び ， (5) 他者の行為に よ っ て傷つ け られ， 低下 し た 自 ら の地位や社会的権力を ，
当該他者との紛争において勝利することによって回復したいという地位動機 (status motive) の
5 つを挙げて い る 。
34) SallyE.Merry& SusanS.Silbey"WhatDoPlaintiffsWant?:Reexaminingthe
ConceptofDispute"JusticeSystemJourn αl 9(1984)151.
35) こ う し た指摘 と し て ， DeanE.Peachey&MelvinJ.Lerner"LawasaSocialTrap"
inLerner& Lernereds. , suprα note 33, 439, 452.
36) 通常の意味での法の学習およ び受容 に関 し て は ， see , GaryMelton&MichaelJ.Sacks
"TheLawasanInstrumentofSocializationandSocialStructure"inMeltoned.
supr α note 9, 235, 251-268.
37) 予言の 自 己成就に関 して は ， ロ パー ト ・ K ・ マ 一 ト ン ， 森東吾他訳 『社会理論 と 社会構造J (み
すず書房・ 1 9 6 1 ) 382-385 頁を参照。
38) 例え ば， 対審型訴訟構造は ， 人々 の物質的要求にではな く ， 正義への要求に応 じ た も の であ る と
いう， ArturA.Leff"Lawand" YIα le LαωJourn αl 87(1978) 1004 の指摘を参照。
99
